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(1) システム M。をある特定の状態に遷移させ，適当な入出力系列 11 -01 を与え，この関係を満足
するシステムの集合Mを求める，
(2) 扇の各要素と M。とを区別する最小入力系列 12min を求める，
という段階からなる方法論を導き出し， 11 として適当な入力系列について考究し ， 1 1 としては M。の
固有状態数を確認できる入力系列が適当であり，かっそうした場合のMを求めるアノレゴリズムを求め









概念を適用して定義できることを示している。ついで， m。個の観測出力のうちK 十 1 個が使用でき
るとした場合について，決定操作が可能でかつ原因要素抽出に関して近似的に最大平均情報量の得ら
れる観測出力の組決定法として，付加ごとに最大平均情報量が得られるように逐次に観測出力を決定










(1) 第 2 章で，強結合の有限状態システムについて故障検出のためのテスト入力系列を決定する新し
い方法を考案している。この方法は，方法論的には，決定実行性ならびにテスト入力系列の短縮化
という 2 つの基本的な要求を最適に満足させるという点でテスト入力系列決定の指導理念にした
がったものであるといえるし， また技法としては，乙れまでに出されている Gill らの方法および
Hennie の方法では避ける ζ とのできない欠点-Gill らの方法は決定実行性の点から適用範囲が狭
いし， Hennie の方法で系列長が長くなるーを解決したものといえる。したがって，提案された方
法の適用範囲は，システム例に適用した結果から見てもわかるように， 少くとも Gill らの方法に
比べて広くなるし，また決定した系列長は Hennie の方法によるよりも短くなるという乙とで，こ
の方面に対する貢献は大きいと考えられる。












(3) 第 3 章第 5 節で観測出力とテスト入力との互換性を証明し，第 3 章で観測出力について述べた結
果がテスト入力についても適用できることを指摘しているが，これも著者の一つの貢献であると考
えられる。
仏) 第 4 章で保守度を考慮に入れた周期点検方式を解析し，システムの最大稼動度を与える最適テス
ト時間を見い出す表式を求めているが， 乙の研究によって Moon の周期点検方式についての研究
をより現実的なものにしていることは著者の一つの貢献と考えられる口
以上のように本論文はシステム・テストの設計およびシステム・テストの方式について，新しい
考えを導入し，いくつかの間題を解決しており，乙の分野の発展に寄与する点が多いと考えられる
ので，博士論文として価値あるものと認める。
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